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目標達成にこだわった授業実践のさらなる充実
～本時の目標で貫かれた授業を～

単元(題材）で身に付けたい資質・能力を育成するためには，各時間の目標達成を積み重ねることが不可欠
です。そして，本時の目標を達成するためには，学習課題，学習活動，振り返る活動が，「本時の目標で貫かれ
た授業」を意識することが大切になってきます。

本時の目標で貫かれた授業にするには，まず適切な目標とその目標を達成した児童生徒の姿を明確に
します。その上で児童生徒を目標達成につなげるための学習課題，学習活動，振り返る活動を設定します。

〇児童生徒の目標達成を見取る視点 （評価場面・方法）
〇目標を達成した児童生徒の姿を具体的に想定（発言・記述等）

②目標を達成した児童生徒の姿・評価規準の設定

〇学習課題と整合するまとめ
〇目標達成につなげるための個に戻る活動

〇目標達成や自己の変容等を自覚できる振り返りの視点 等

⑤振り返る活動の設定

④学習活動の設定

〇目標や目標達成の姿，学習課題との整合
〇目標達成につなげるための意図的な学習形態

〇目標達成につなげるための発問，手立て，支援の工夫 等

③学習課題の設定

〇目標や目標達成の姿との整合
〇目標達成につなげるための必然性のある学習課題

何ができるようになるか
何を学ぶか

①適切な目標の設定

〇学習指導要領解説（指導事項）
〇単元（題材）で育成を目指す資質・能力
〇単元（題材）のまとまりの中での本時の位置付け 等を踏まえて適切に設定

どのように
学ぶか

何が身に付いたか

児童生徒が生き生きと学習活動に参加していても，
その学習活動が本時の目標と整合しない活動であっ
たとしたら，目標達成が難しくなりますね。



学習活動 指導上の留意点・評価

・本時の目標

小学校国語科第２学年「夏休みの思い出を報告しよう」の３時間目を例に,目標達成に向かう
授業の構想の流れをイメージしてみましょう。 ※初等教育資料令和2年1月号参照

・展開

①適切な目標の設定

③学習課題の設定

④学習活動の設定

②目標を達成した児童生徒の姿

・単元名 「夏休みの思い出を報告しよう」

⑤振り返る活動の設定
評価規準の設定

本時の目標で貫かれた授業にするには，まず適切な目標を！

そして，目標達成につなげるための学習課題，学習活動，振り返る活動を設定し，

目標達成にこだわった授業実践を！

本時で取り上げる指導事項は，「Ａ 話すこと・聞く
こと」イだから，本時の目標は「相手に伝わるように，
行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄の順
序を考えることができる」と設定しよう。
また「主体的に学習に取り組む態度」も評価するから
粘り強さと自己調整の２つの側面でも見取っていこう。

【思考・判断・表現】話すこと・聞くこ
とイの時間的な順序や事柄の順序，感動
の大きかった順序などに沿ってカードを
並べていたらＢ規準だな。カード操作と
ワークシートから見取ることにしよう。
【主体的に学習に取り組む態度】は，実
際にカードを並べている様子とノートか
ら評価しよう。並べ方について友達に相
談したり，友達がどんな理由で並べてい
るか聞いて試行錯誤している様子が見ら
れたらＢ規準になるわね。

子供たちは，時間的な順序や事柄の順序で並べる
ことは知っているけれど，感動の大きかった順序で
並べることにはなじみがないし，その効果には気付
いていないなあ。教師モデルを使って気付かせよう。
友達の並べた順序と比べたり，友達に相談したりす
ることで自分の並べた順序を見直しできるように，
ペアでの交流も設定しよう。

前時は「はじめ・中・おわり」を確認したわ。
本時で付けたい力は，中を書き出したカードをどのよう
な順で並べると相手によく伝わるかを考えることだから，
学習課題は『どのようなじゅんで話したら自分のつたえた
いことがよくつたわるかを考えよう』にしよう。
指導事項とも合っているからこれでいいわ。

目標の「相手に伝わるように話す事柄の順序を考える
ことができる」 と整合するように学習課題を設定します。

児童の実態を基に，何に気付かせたいのか，そのためにはどのような
活動が必要かを考えて，教師のモデルを提示することにしました。また，
どの児童も目標を達成できるようにするために，意図的な交流の時間を
設定しています。

目標達成の姿はこうなるね。
〈ワークシート〉 〈ノートの振り返り〉

振り返りには「友達と相談して気付いたこと」や「次の
時間に考えてみたいこと」を書かせよう。

振り返りを書かせるときに，
目標達成を見取ることのでき
るような視点を与えています。
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